
２０２6年8月19日（水）～10月10日（土）全１０回

9月１3日・10月10日は対面またはオンライン（対面会場は津市内）

三重県在住・通学・
勤務の方は

県外の方は

テキスト（堀正嗣著明石書店「子どもアドボケイト養成講座ー子どもの声を聴き権利を守るために」明石書店）は
各自、書店にてご購入ください

●期　　　間●

オンライン（ZOOM）
●受 講 方 法●

４０名
●定員／締切●

6，000円 12,000円

一般社団法人子どもアドボカシーセンターMIE

●受　講　料●

●お申込方法／お問合せ先●

子どもアドボカシー
基礎講座

どもアドボカシ
２０２６年／第５回

この基礎講座は、三重県委託事業です。
基礎講座修了認定を受けた方は（一社）子どもアドボカシーセンターMIE入会後、子どもアドボケイトと共に一緒
に活動することができます。その後、子どもアドボカシー学会と共催で専門講座（社会的養護）を７月に予定
しています。さらに、実践講座修了とステップアップしていくことができます。

共催／一般社団法人子どもアドボカシーセンターMIE・子どもアドボカシー学会

子どもアドボカシーとは、子どもたちが自分の思いや意見を自由に言えるよう
支えます。また、子どもから依頼があれば、その思いや意見を代弁をするなど、

子どもの権利（基本的人権）を守る活動をいいます。
そして、その活動を行う人をアドボケイトといいます。

 

シ
 

●お申込み方法／メール：kodomo.adv.mie@gmail.comまでメールを頂ければ、
　　　　　　　　申込用紙をお送りいたします。
●お問い合せ先／ 090-7951-9426

三重県
半額補助

この基礎講座は、三重県委託事業です
基礎講座修了認定を受けた方は子ども（一社）子どもアドボカシーセンターMIE 入会後、
子どもアドボケイトとともに一緒に活動していただきます。
その後、子どもアドボカシー学会と共催で専門講座（社会的養護）を７月に予定しています。
さらに、実践講座を終了とステップアップしていくことができます。

２０２５年２０２５年２０２５年２０２５年２０２５年２０２５年

●前日売上金をCSDへ入金●前日売上金をCSDへ入金●前日売上金をCSDへ入金

２０２５年２０２５年２０２５年２０２５年２０２５年
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開催日
8月19日（水）

８月２２日（土）

８月２6日（水）

９月２日（水）

９月１３日（日）

９月１９日（土）

10月10日（土）

オリエンテーション

子どもアドボカシーとは？
意味・必要性・担い手

堀 正嗣

アドボカシーセンターMIE

（熊本学園大学）

堀 正嗣
（熊本学園大学）

昇 慶一
（大阪常磐会大学）

志治 優美
（一般社団法人
子どもアドボカシーセンターMIE）

講　師講座名

事前動画視聴

子どもの権利条約と子どもの権利
事前動画視聴

アドボカシーの理念と原則
事前動画視聴

堀 正嗣
（熊本学園大学）

高橋 弘恵
（NPO法人チャイルドラインあいち）

奥村 仁美
（子どもアドボカシーセンターOSAKA）

障害児・乳幼児のアドボカシー
事前動画視聴

滝沢ジェロム
（社会福祉法人子どもの家
ユースペーススタッフ・社会福祉士）

多様性の理解とアドボカシーの必要性
事前動画視聴

訪問アドボカシーとは？
事前動画視聴

栄留 里美
（西南学院大学）個別アドボカシーとは？

事前動画視聴

昇 慶一
（大阪常磐会大学）

レポート発表・ふりかえり・
質疑応答・修了式

当事者・経験者が求める
アドボカシー

子どもの権利の理解

１９：００～
１９：１５

１0：００～
11：00

１９：００～
20：00

20：15～
21：15

１0：００～
12：00

１0：００～
12：00

１９：００～
20：00

20：15～
21：15

１0：００～
12：00

１９：30～
20：30

１3：００～
15：00

ハイブリッド
開催

ハイブリッド
開催

※事前動画視聴とは、講義の１週間前に配布する動画を視聴し、２００字程度のレポートを受講２日前までに提出してい
　ただきます。
※受講当日はグループでの意見交換後、講師を交えて意見発表と質疑応答を行います。毎回、受講後に感想などのレポー
　ト２００字程度の提出も必要です。
※講義８、１０については、会場またはオンライン参加が選べます。終了後、受講者の皆さんとの交流の時間を考えてお
　ります。　会場は、みえ市民活動ボランティアセンターです。
※終了認定について
　すべての講義を受講する必要があります。欠席が３コマまでであれば、講座の録画を視聴していただき、レポート提出
　いただきます。なお、毎回の講義では、意見交換での学びを重視しております。聞くだけ（耳だけ）の参加が度重なると、
　出席とみなすことができない場合があります。そのような場合は、事前にご相談ください。
　第９回の講座修了後、課題に沿った２０００字程度のレポートの提出をいただき、審査いたします。
※テキスト、堀正嗣著「子どもアドボケイト養成講座」明石書店を講座開始までに、各自ご購入ください。

講座名

子どもアドボカシー
基礎講座

どもアドボカシ
２０２6年／第5回 

 

●前日売上金をCSDへ入金●前日売上金をCSDへ入金●前日売上金をCSDへ入金


